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女性作家たちの苦渋に満ちた困難な文学的営為を説得的に印象的に浮き彫りにすることに成功している。それは、論
者がドイツでもほとんど顧みられることのなかった女性作家たちの作品、ならびにその周辺の膨大な量にのぼるテク
ストを精力的に渉猟し、丹念に読み解くという根気の要る作業を長年にわたって継続してきたことによって可能とな
った。ゾフィー・フォン・ラロッシュについてもベッティーナについても、文献学的な周到さをいささかもなおざり
にすることなく、テクストの行間に深く分け入って二人の作家の内面を追体験しようとする論者のひたむきな姿勢が、
彼らの人間像を生き生きと浮かび上がらせ、論述に独自な迫力を与えている。今後、埋もれた女性作家たちを掘り起
こし再評価する動きが加速すると思われるが、本論文は今後のそうした研究の展開において特筆すべき位置を占める
であろうことは言うを俟たない。 
 ただ、ドイツ教養市民層のイデオロギーとしての啓蒙主義の二重性、つまり啓蒙主義が建前としては「普遍的人間
性」を主張しつつ、他方では「淑徳」「美しい女性性」という名のもとに女性たちを私的な領域へと押し込める文化
プログラムとして機能するに至った経緯について、またそうした変化がゲーテ・シラーの古典主義の成立と相携えて
いたとする指摘について、もう少し踏み込んだ考察が欲しかったし、また雑誌論文を纏めたという出版の経緯から記
述の重複がまま見られ、構成に今ひとつ工夫があってもよかったように思われる。ベッティーナの「書簡体作品」の
論述には、論点を具体的に例証する引用がもっと多くあってよかったし、そうすれば記述がいちだんと生彩に富んだ
ものになったであろう点も惜しまれる。 
 しかし、それらは本論文がドイツ文学研究において果たした多大な寄与をいささかも損なうものではなく、よって
本論文を博士（文学）の学位にふさわしいものと認定する。 
